
モ
の
後
、
大
抽
選
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

終
了
後
、
年
金
者
組
合
で
は
数
年
ぶ
り

に
慰
労
会
を
行
い
、
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
ま
た
、
お
買
物
券
で
買
い
物
を
楽

し
む
人
、
メ
ー
デ
ー
参
加
者
に
開
放
さ

れ
た
登
録
有
形
文
化
財
の
「
日
の
出
湯
」

で
ゆ
っ
く
り
と
銭
湯
を
楽
し
む
人
も
。

参
加
者
か
ら
は
「
久
し
振
り
に
参
加
し
、

良
か
っ
た
」
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

プ
ラ
カ
ー
ド
コ
ン
ク
ー
ル
で

２
位
表
彰福

知
山
支
部

金
澤

徹
書
記
長

５
月
１
日
午
後
２
時
か
ら
、
福
知
山

駅
北
口
広
場
で
第
94
回
福
知
山
統
一
メ
ー

デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
開
催
前
の
雨
も
止
み
、
時
折
、

突
風
が
吹
き
ま
し
た
が
、
ま
ず
ま
ず
の

空
模
様
で
し
た
。
地
労
協
の
奥
井
議
長

か
ら
「
物
価
高
を
上
ま
わ
る
大
幅
賃
上

げ
を
勝
ち
取
ろ
う
」
「
岸
田
政
権
の
大

軍
拡
を
許
す
な
」
を
基
調
と
し
た
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
３
名
の
来

賓
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

集
会
の
最
後
に
メ
ー
デ
ー
宣
言
を
採

択
し
、
駅
周
辺
を
デ
モ
行
進
。
全
体
で

28
団
体
、
１
５
０
名
の
参
加
で
し
た
。

年
金
者
組
合
の
参
加
者
は
役
員
が
６

名
、
各
種
団
体
兼
務
参
加
者
が
多
数
。

ま
た
、
堀
支
部
長
を
中
心
に
年
金
者
組

合
で
作
っ
た
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
プ
ラ

カ
ー
ド
審
査
で
２
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

乙
訓
メ
ー
デ
ー

支
部
は
最
高
の
参
加
者
で

長
岡
京
支
部

中
川
美
智
子
書
記
長

晴
天
の
中
、
第
94
回
乙
訓
統
一
メ
ー

デ
ー
が
向
日
町
競
輪
場
で
、
18
の
労
組
、

団
体
の
約
１
５
０
人
の
参
加
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
各
労
組
、
団
体
の
プ
ラ
カ
ー

ド
や
横
断
幕
に
囲
ま
れ
て
の
集
会
で
す
。

各
労
組
、
団
体
か
ら
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
や
ア
ピ
ー
ル
な
ど
、
今
働
く
人
が
置

か
れ
て
い
る
状
況
や
怒
り
、
決
意
表
明

の
訴
え
が
次
々
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
特

に
学
童
指
導
員
の
方
の
寸
劇
と
歌
と
踊

り
は
、
若
々
し
さ
と
楽
し
さ
と
働
く
姿

を
思
わ
せ
る
も
の
で
、
私
た
ち
高
齢
者

は
「
い
い
な
あ
ー
」
と
う
ら
や
む
場
面

も
あ
り
ま
し
た
。

長
岡
京
支
部
は
、
女
性
部
の
横
断
幕

（
最
優
秀
賞
）
と
、
支
部
の
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
写
真
優
秀
賞
）
を
頂
き
、
支

部
参
加
者
20
人
（
過
去
最
高
）
と
元
気

い
っ
ぱ
い
長
岡
京
市
バ
ン
ビ
オ
広
場
ま

で
、
デ
モ
行
進
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
打
ち
上
げ
の
ビ
ー
ル
は
美

味
し
か
っ
た
。

第
70
回
南
山
城
統
一
メ
ー
デ
ー
は
、

「
晴
れ
た
五
月
の
青
空
に
」
が
絵
に
描

い
た
よ
う
な
日
よ
り
と
な
り
、
太
陽
が

丘
野
外
ス
テ
ー
ジ
に
32
団
体
４
７
０
人

が
集
ま
り
、
岸
田
自
公
＋
維
新
・
国
民

の
悪
政
に
反
対
し
て
ゆ
く
決
意
を
固
め

合
う
場
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
宇
治

久
御
山
支
部
は
70
人
以
上
が
参
加
し
て
、

久
し
ぶ
り
の
デ
モ
行
進
で
は
「
年
金
下

げ
る
な
、
暮
ら
し
を
守
れ
」
と
コ
ー
ル

し
ま
し
た
。
（
デ
モ
参
加
は
自
由
に
し

て
い
ま
し
た
）

参
加
者
に
は
弁
当
を
支
給
し
て
、

自
由
に
食
べ
て
貰
い
ま
し
た
。
昨
年
は

大
雨
で
し
た
の
で
、
今
年
は
参
加
者
も

多
く
、
意
気
上
が
る
メ
ー
デ
ー
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

第
94
回
相
楽
地
区
統
一
メ
ー
デ
ー
は
、

5
月
1
日
は

木
津
川
市
の

公
的
会
館
が

休
み
の
た
め
、

や
む
な
く
4

月
29
日
（
土
）

に
開
催
し
ま

し
た
。

集
会
は
、
午
前
９
時
30
分
か
ら
相
楽

会
館
で
行
わ
れ
、
子
ど
も
も
含
め
90
人

近
く
が
集
い
ま
し
た
。

集
会
で
は
松
田
実
行
委
員
長
（
精

華
町
職
）
が
、
岸
田
政
権
の
大
軍
拡
、

大
増
税
を
厳
し
く
糾
弾
し
、
岸
田
内
閣

退
陣
に
向
け
団
結
し
て
頑
張
ろ
う
と―

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
来
賓
の
日
本
共
産
党
山
城
地

区
委
員
会
の
酒
井
弘
一
さ
ん
が
あ
い
さ

つ
さ
れ
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
、
近
畿
労
金
宇
治
支
店
、
日
本
共

産
党
（
こ
く
た
惠
二
、
井
上
さ
と
し
、

倉
林
あ
き
こ
さ
ん
連
名
）
、
新
社
会
党
、

梶
川
憲
（
全
京
都
統
一
メ
ー
デ
ー
実
行

委
員
長
）
、
山
城
振
興
局
長
か
ら
い
た

だ
き
ま
し
た
。

恒
例
の
プ
ラ
カ
ー
ド
コ
ン
テ
ス
ト
は
、

新
婦
人
精
華
班
の
作
成
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー

と
ミ
サ
イ
ル
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
集
会
後
は
木
津
川
市
の
中
心

部
を
デ
モ
行
進
し
気
勢
を
上
げ
ま
し
た
。

（5）２０２３年５月１５日 京都年金者しんぶん

三
年
ぶ
り
の
実
施

南
山
城
メ
ー
デ
ー

宇
治
久
御
山
支
部

村
田
勝
彦
書
記
長

相
楽
地
域
90
人
以
上
が
参
加

相
楽
支
部
も
一
緒
に
デ
モ

井
戸
本

武
書
記
長



相
楽
支
部
の
担
当
地
域
は
、

1
市
（
木
津
川
市
）
、
3
町
（
笠

置
町
・
全
国
2
番
目
に
人
口
が

少
な
い
町
・
約
１
２
０
０
人
、

和
束
町
、
精
華
町
）
、
1
村
（
南

山
城
村
・
府
下
で
唯
一
の
村
）

で
京
都
府
南
部
に
位
置
し
東
は

滋
賀
県
、
南
は
奈
良
県
に
接
し

て
い
ま
す
。
広

さ
は
２
６
３
・

36
㎢
で
人
口
は

１
２
２
、
２
５

８
人
（
う
ち
木

津
川
市
が
約
８
万
人
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
応
、
全
行
政
区
に
組

合
員
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

支
部
は
府
本
部
の
結
成
か
ら

2
年
後
の
１
９
９
１
年
に
11
人

で
出
発
し
て
い
ま
す
。
現
状
は

組
合
員
66
人
で
『
年
金
者
し
ん

ぶ
ん
』
読
者
は
46
人
で
す
。
組
合

員
の
最
高
時
が
２
０
１
３
年
の

74
人
。
早
く
最
高
時
に
到
達
し
、

数
年
来
め
ざ
し
て
い
る
「
3
桁

の
支
部
」
実
現
に
向
け
、
執
行
部

を
先
頭
に
奮
闘
す
る
以
外
に
道

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
と

こ
ろ
認
知
症
な
ど
で
親
族
に
引

き
取
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
施
設
に
入
り

連
絡
が
十
分
に
取
れ
な
い
組
合

員
も
複
数
お
ら
れ
ま
す
。
今
年

の
春
の
仲
間
づ
く
り
月
間
で
、

何
と
か
手
が
か
り
を
つ
か
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
い
い
お

手
本
が
隣
の
綴
喜
支
部
で
、
も

う
10
数
年
毎
月
仲
間
を
増
や
し

て
い
ま
す
。
教
訓
を
学
び
た
い

と
思
い
ま
す
。

支
部
活
動
を
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
な
か
な
か
出
来
な
か
っ
た

年
金
署
名
の
街
頭
宣
伝
が
自
前

で
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
感

染
症
が
猛
威
を
振
る
っ
た
2
年

間
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
以
前
は
2
か
月
に
1
回

く
ら
い
は
駅
頭
や
店
舗
の
前
で

宣
伝
し
て
い
ま
し
た
。
6
月
く

ら
い
か
ら
再
開
す
る
予
定
に
し

て
い
ま
す
。

過
去
の
支
部
の
取
り
組
み
で

評
価
で
き
る

の
は
、
柴
垣

文

子

さ

ん

（
組
合
員
）

の
小
説
『
校

庭
に
東
風
吹
い
て
』
の
映
画
化

（
一
口
10
万
円
の
協
力
券
購
入
）

に
協
力
で
き
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
上
映
は
高
の
原
駅
前
の
イ

オ
ン
シ
ネ
マ
、
け
い
は
ん
な
ホ
ー

ル
な
ど
で
行
わ
れ
好
評
で
し
た
。

一
方
、
共
闘
関
係
で
は
相
楽

地
方
労
働
組
合
協
議
会
（
相
楽

地
労
協
）
に
結
集
し
、
メ
ー
デ
ー
、

平
和
行
進
、
暮
ら
し
と
平
和
を

守
る
10
・
21
集
会
な
ど
に
積
極

的
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
２

０
１
６
年
9
月
19
日
に
安
倍
内

閣
安
保
法
制
強
行
し
た
日
に
抗

議
の
意
思
を
示
し
結
成
さ
れ
た

「
戦
争
あ
か
ん
で
！

相
楽
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」

に
も
参
画
し
、
毎

回
組
合
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

井
戸
本

武
書
記
長

２０２３年５月１５日 京都年金者しんぶん（第３種郵便物認可第４０１号付録） 第４６０号（6）

支部紹介⑬ 相楽支部

地域の諸団体と連携

平和活動続けてます

自前の年金問題

街頭宣伝できるように

最
南
端
１
市
３
町
１
村
を
担
当

ローズマリーの花にとまるジャコウアゲハのメスで

す。前翅長45mm-65mm、翅を大きく開くと約10c

mほどの大型の蝶。ジャコウアゲハは本州、四国、九

州などに分布、オスは腹部に赤色の帯状に連なった赤

い斑紋があるが、メスは黄色化がかっている。ジャコ

ウアゲハという名前はオスの成虫が腹部の端の穴から

麝香(ジャコウ)のような匂いを発生させることに由来

している。

オスよりも翅色が明るく、薄い灰色くらいの色をし

ており、翅の外側は黒色の帯で縁どられている。また

翅の後部にある細長い突起が長く、翅の内側が少し膨

らんでいる。

春から夏にかけてみられるが、府立植物園で、ロー

ズマリーの花にとまってくれた。ふわりふわりと優雅

に飛び「山女郎」と呼ばれていた事もあったとか。ウ

マノスズクサの葉裏に卵を産み付けるのです。 （浜）

じゃ香のようなにおいのする

ローズマリーの花にとまるジャコウアゲハ(メス)

街
頭
宣
伝
の
再
開
へ

ワンショット



（7）２０２３年５月１５日 京都年金者しんぶん（第３種郵便物認可第４０１号付録） 第４６０号

趣味の紹介

長岡京支部 高橋明美さん

京
都
年
金
者
文
芸俳

句

短

歌

行
く
春
や
友
の
引
っ
越
し
惜
し
み
を
り

上
林

花
子

鴇
色
の
ス
カ
ー
フ
洗
い
春
惜
し
む

木
村
喜
代
美

以
上
綴
喜
年
金
者
し
ん
ぶ
ん

囀
り
が
好
き
で
木
立
の
中
を
行
く

花
野

玲
子

托
鉢
が
咲
け
よ
咲
け
よ
と
万
福
寺

平
林

英
男

花
電
車
花
び
ら
乗
せ
し
駅
通
過

今
井

節
子

以
上
宇
治
・
久
御
山
ね
ん
き
ん

夏
嵐
ハ
ン
ガ
ー
も
ろ
と
も
飛
ば
し
け
り

山
本

拓
治

木
の
芽
入
り
わ
か
た
け
汁
は
母
の
味

白
夜

孫
と
行
く
竹
の
子
堀
リ
の
賑
や
か
さ

一
美

以
上
年
金
西
京

桜
月
夜
人
み
な
美
し
き
ダ
ム
湖
畔

中
田

範
子

花
の
雨
記
憶
吐
き
出
す
引
揚
者

中
野

忠
樹

入
り
乱
れ
杜
に
ぎ
は
し
き
百
千
鳥

大
野
ひ
ろ
み

以
上
北
桑
田
支
部

初
蝶
の
何
に
触
れ
て
も
光
曳
く

寿
美
惠

た
だ
無
心
指
は
新
芽
へ
一
番
茶

登
代
子

神
苑
を
一
巡
り
し
て
花
の
笠

実
千
枝

以
上
舞
鶴
年
金
者
し
ん
ぶ
ん

ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
空
に
と
け
込
む
春
の
朝

吉
田

武
彦

柔
ら
か
き
こ
ご
み
新
芽
や
春
香
る

近
藤

壽
美

卒
業
歌
は
る
け
き
て
な
ほ
胸
を
打
つ

堀

昭
子

以
上
こ
れ
か
ら
だ(

福
知
山)

咲
け
よ
咲
け
桃
花
爛
漫
初
節
句

福
井
真
由
美

木
の
芽
和
え
色
味
香
り
小
宇
宙

栄

繁
泰

以
上
ね
ん
き
ん
城
陽

釣
り
に
出
て
坊
主
な
り
け
り
土
筆
摘
む

中
西

實

た
ん
ぽ
ぽ
や
綿
毛
吹
か
ん
と
口
す
ぼ
め

三
上

愛
子

苔
の
上
に
余
生
を
生
き
る
散
椿

伊
藤

哲
英

以
上
ひ
が
し
や
ま(

東
山)

春
の
風
花
粉
が
な
い
と
好
き
な
ん
だ

尾
﨑
雅
一(

下
京)

訪
ね
て
見
た
い
丹
後
の
海
子
供
の
頃
の
思
い
出

今
も
映
る
天
橋
立

宇
治
川
太
郎

宇
治
川
の
ダ
ム
の
麓
の
イ
チ
ョ
ウ
の
木

見
上
げ
る
高
さ
春
の
陽
射
し
に

下
島

敬
子

巣
立
つ
春
響
く
歌
声
メ
ッ
セ
ー
ジ

夜
明
け
め
ざ
し
て
こ
の
四
月
さ
あ

渡
辺

澄
子

『
青
い
空
は
』
五
十
年
余
を
歌
い
来
し

戦
後
の
ず
っ
と
続
く
を
願
い

芦
田

幸
恵

以
上
宇
治
・
久
御
山
ね
ん
き
ん

ダ
ル
が
投
げ
大
谷
が
打
ち
世
界
一

昔
の
野
球
少
年
大
喜
び
す
る

中
村

誠
一

は
や
っ
て
る
令
和
の
万
葉
集
九
万
部

若
者
言
葉
昔
と
今
を
つ
な
ぐ

所
川

和
美

以
上
綴
喜
年
金
者
し
ん
ぶ
ん

浅
春
の
日
ぐ
れ
ど
き
な
り
や
わ
ら
か
き

綿
雲
延
べ
て
淡
き
青
空

大
由
里
千
代
野

玄
関
の
ポ
ス
ト
の
中
に
ち
ら
し
寿
司

友
よ
り
メ
ー
ル
「
お
か
え
り
な
さ
い
」
野
垣

幸
子

燃
え
残
る
火
の
あ
る
如
し
枯
れ
独
活
に

鍬
を
下
ろ
し
て
根
張
り
確
か
む

山
口

妙
子

以
上
舞
鶴
年
金
者
し
ん
ぶ
ん

残
雪
の
す
き
ま
に
輝
く
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ

思
い
出
た
ど
る
霊
仙
の
峰

大
橋
歳
彦(

西
京)

２
倍
３
倍
敬
老
乗
車
証

乗
り
ま
く
っ
て
も
元
と
れ
ず

田
中
康
春(

西
京)

白
髪
の
目
に
増
す
春
よ
成
す
べ
き
を

残
さ
ぬ
よ
う
に
と
思
う
こ
の
頃

森
鼻
明
子(

城
陽)

メ
ー
デ
ー
の
足
音
高
く
ひ
び
き
て
は

皆
と
腕
と
り
我
も
歩
み
つ

寺
澤
幸
子(

伏
見)

ド
イ
ツ
に
学
べ
原
発
全
停
止
を

木
村
博
義(

綴
喜)

高
齢
者
楽
が
体
力
落
と
す
元

え
つ
こ(
向
日)

武
器
は
捨
て
平
和
憲
法
掲
げ
よ
う

西
出
八
千
子(
城
陽)

川
柳
・
自
由
題

亀岡支部 吉田勝子さん

亀岡支部 木村はつみさんさん

長岡京支部 山下幸子さん



小
谷
勇
治
さ
ん
は
た

く
さ
ん
の
趣
味
を
お
持
ち

で
す
。

ま
ず
、
若
い
こ
ろ
か
ら

登
山
が
好
き
で
、
よ
く
日

本
ア
ル
プ
ス
や
富
士
山
に

行
か
れ
た
そ
う
で
す
。
た

だ
、
富
士
山
は
「
２
回
と

も
濃
霧
と
雷
雨
で
八
合
目

ま
で
、
火
口
の
写
真
が
撮

れ
な
く
て
残
念
」
。
登
山

の
き
っ
か
け
は
職
場
の
同

僚
の
誘
い
で
し
た
。
初
め

て
行
っ
た
と
き
は
荷
物
の

重
さ
に
バ
テ
ま
し
た
が
、

「
登
り
の
辛
さ
は
感
じ
ず
、
楽

し
か
っ
た
」
。
そ
の
後
は
仕
事

で
あ
る
郵
便
局
の
外
交
で
知
り

合
っ
た
女
性
た
ち
と
4
人
で
行

く
こ
と
が
多
く
、
「
夏
は
２
泊

３
日
で
上
高
地
」
が
恒
例
で
し

た
。
カ
メ
ラ
も
趣
味
で
、
よ
く

高
山
植
物
を
撮
り
ま
し
た
。
カ

メ
ラ
は
30
年
大
切
に
使
い
ま
し

た
が
、
故
障
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。36

年
余
り
の
郵
便
局
の
退
職

後
は
京
丹
後
の
「
野
山
を
歩
こ

う
会
」
に
入
り
、
但
馬
や
京
都

北
部
の
低
山
に
毎
月
登
り
ま
し

た
。
仲
間
と
一
緒
に
歩
く
こ
と

が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
の
で
す

が
、
体
力
の
衰
え
を
感
じ
始
め
、

昨
年
「
迷
惑
を
か
け
る
前
に
」

と
長
年
の
山
歩
き
に
潔
く
終
止

符
を
打
ち
ま
し
た
。

40
歳
を
過
ぎ
た
頃
、
先
輩
か

ら
勧
め
ら
れ
て
詩
吟
も
始
め
ら

れ
ま
す
。
大
阪
北
京
都
岳
風
会

の
教
室
に
35
年
通
っ
て
「
総
伝
」

に
ま
で
進
み
、
1
年
に
1
回
、

受
講
生
が
50
人
集
ま
っ
て
文
化

祭
を
す
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
。

残
念
な
こ
と
に
コ
ロ
ナ
禍
で
教

室
が
解
散
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

旅
行
も
好
き
で
、
２
０
１
１

年
の
東
日
本
大
震
災
の
時
は
お

連
れ
合
い
と
2
泊
3
日
の
房
総

半
島
ツ
ア
ー
に
参
加
、
九
十
九

里
浜
を
散
策
中
で
し
た
。
ツ
ア
ー

は
即
刻
中
止
、
内
陸
に
向
か
い

ま
し
た
が
、
余
震
が
続
き
ま
す
。

渋
滞
と
混
乱
の
中
、
電
車
と
飛

行
機
と
車
を
乗
り
継
ぎ
、
な
ん

と
か
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ご
自
宅
で
は
農
業
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
水
田
は
今
年
か
ら
止

め
ま
し
た
が
、
60
年
間
毎
年
20

俵
以
上
も
収
穫
し
て
い
ま
し
た
。

今
は
畑
6
㌃
で
25
品
目
の
野
菜

を
育
て
て
い
ま
す
。
温
州
ミ
カ

ン
や
甘
夏
か
ん
、
富
有
柿
の
大

木
も
あ
り
、
結
構
忙
し
い
と
楽

し
そ
う
。
し
か
し
農
業
は
野
獣

と
の
戦
い
で
す
。
特
に
鹿
、
イ

ノ
シ
シ
が
多
く
、
今
は
電
気
柵

を
張
り
巡
ら
せ
て
被
害
を
防
い

で
い
ま
す
。

趣
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

平
和
活
動
も
続
け
て
お
ら
れ
ま

す
。小

谷
さ
ん
の
父
上
は
昭
和
6

年
の
満
州
事
変
で
召
集
さ
れ
中

国
内
を
転
戦
、
昭
和
20
年
6
月

の
沖
縄
地
上
戦
で
戦
死
さ
れ
ま

し
た
。
小
谷
さ
ん
は
父
上
を
偲

ん
で
、
6
月
23
日
に
行
わ
れ
る

「
慰
霊
の
日
」
式
典
前
に
日
本

遺
族
会
の
遺
児
30
人
と
摩
文
仁

平
和
の
礎
ま
で
8-

3
㌔
の
平
和

行
進
を
、
ま
た
納
骨
堂
に
献
花

す
る
沖
縄
の
友
4
人
本
州
10
人

と
交
流
し
て
20
年
に
な
り
ま
す
。

年
金
者
組
合
に
入
ら
れ
た
の

は
8
年
前
、
今
は
執
行
委
員
も

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
輝
い
て
元
気
に
」
取
材
用

に
と
メ
モ
を
く
だ
さ
っ
た
の
で

す
が
、
と
て
も
細
か
い
字
で
び
っ

し
り
書
か
れ
て
い
て
ビ
ッ
ク
リ

し
ま
し
た
。
老
眼
鏡
も
使
わ
れ

ず
、
「
こ
れ
ま
で
眼
鏡
を
か
け

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
。
会

話
を
し
て
い
て
も
テ
ン
ポ
よ
く
、

年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
本
当
に

お
元
気
な
方
で
し
た
。

（
取
材

矢
吹
美
根
子

西
田
美
津
子
）

２０２３年５月１５日 京都年金者しんぶん（第３種郵便物認可第４０１号付録） 第４６０号（8）

（おだにゆうじ）

小谷勇治さん（宮津与謝支部８１歳）

登
山
と
カ
メ
ラ

30
年
以
上
続
く

沖
縄
慰
霊
祭
参
加

平
和
の
礎
ま
で
行
進

多彩な趣味
細字も読めます
メガネは不要

野
山
行

詩
吟
35
年

農
業
も
旅
行
も
好
き


